
(57)【要約】

【課題】給湯・給水配管ヘッダーの配管接続部が相互に

回転自在になっていて、配管施工の自由度が高く、配管

接続部のシール信頼性に優れ、軽量なヘッダーの提供を

目的とする。

【解決手段】元管連結継手と、複数の分割ヘッダーとを

相互に回転自在に連結し、各分割ヘッダーに分岐管連結

用の継手本体部を一体的に成形し、継手本体部に接続雄

ねじ部及びその先に樹脂管内側にてシール接続する樹脂

管挿入雄首部を設け、この樹脂管挿入雄首部外周にその

根元側から透明なスペーサーリング及び外形テーパー形

状の割リングを配置し、このスペーサーリング及び割リ

ングが樹脂管の外周部に位置するように樹脂管を挿入し

、樹脂管挿入口を有する透明な樹脂製の袋ナットで締め

付けて配管接続する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
給 湯 ・ 給 水 配 管 用 ヘ ッ ダ ー に お い て 、 元 管 連 結 継 手 と 、 複 数 の 分 割 ヘ ッ ダ ー と を 相 互 に 回
転 自 在 に 連 結 し 、 各 分 割 ヘ ッ ダ ー に 分 岐 管 連 結 用 の 継 手 本 体 部 を 一 体 的 に 成 形 し た こ と を
特 徴 と す る 樹 脂 製 の ヘ ッ ダ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
雄 ね じ を 有 す る 継 手 本 体 部 と 袋 ナ ッ ト に て 管 接 続 す る 管 継 手 構 造 に お い て 、 継 手 本 体 部 に
接 続 雄 ね じ 部 及 び そ の 先 に 樹 脂 管 内 側 に て シ ー ル 接 続 す る 樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 を 設 け 、 こ の
樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 外 周 に そ の 根 元 側 か ら 透 明 な ス ペ ー サ ー リ ン グ 及 び 外 形 テ ー パ ー 形 状 の
割 リ ン グ を 配 置 し 、 こ の ス ペ ー サ ー リ ン グ 及 び 割 リ ン グ が 樹 脂 管 の 外 周 部 に 位 置 す る よ う
に 樹 脂 管 を 挿 入 し 、 樹 脂 管 挿 入 口 を 有 す る 透 明 な 樹 脂 製 の 袋 ナ ッ ト で 締 め 付 け て 配 管 接 続
す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 管 継 手 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 樹 脂 製 ヘ ッ ダ ー の 継 手 本 体 部 に 請 求 項 ２ 記 載 の 管 継 手 構 造 に よ り 、 樹 脂 管
を 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 給 湯 ・ 給 水 配 管 ヘ ッ ダ ー の 配 管 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
継 手 本 体 部 の 接 続 雄 ね じ 部 の 根 元 に 、 こ の 接 続 雄 ね じ 部 外 径 よ り 外 径 が 大 き く な る よ う に
段 差 部 を 設 け 、 こ の 段 差 面 と 袋 ナ ッ ト の 接 続 端 面 と に 対 向 さ せ て そ れ ぞ れ 突 起 部 を 設 け 、
こ の 突 起 部 形 状 が 、 ね じ 締 め 付 け 回 り 方 向 に は テ ー パ ー 部 を 有 し 、 ね じ 緩 み 回 り 方 向 に は
、 垂 直 あ る い は 鋭 角 当 り 面 を 形 成 す る こ と で 、 ね じ 部 緩 み 防 止 を 図 っ た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 配 管 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
継 手 本 体 部 の 接 続 雄 ね じ 部 の 根 元 に 、 こ の 接 続 雄 ね じ 部 外 径 よ り 外 径 が 大 き く な る よ う に
段 差 部 を 設 け 、 こ の 段 差 面 と 袋 ナ ッ ト の 接 続 端 面 と の 一 方 に 突 起 部 を 形 成 し 、 他 方 に 凹 部
を 形 成 し 、 上 記 突 起 部 及 び 凹 部 形 状 が ね じ 締 め 付 け 回 り 方 向 に は テ ー パ ー 部 を 有 し 、 ね じ
緩 み 回 り 方 向 に は 垂 直 あ る い は 鋭 角 当 り 面 を 形 成 す る こ と で 、 ね じ 部 緩 み 防 止 を 図 っ た こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ 記 載 の 配 管 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
樹 脂 製 ヘ ッ ダ ー の 成 形 に 用 い ら れ る 樹 脂 が 、 ポ リ サ ル ホ ン 樹 脂 ま た は ポ リ フ ェ ニ ル サ ル ホ
ン 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 樹 脂 製 ヘ ッ ダ ー 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 透 明 な 樹 脂 製 の 袋 ナ ッ ト の 成 形 に 用 い ら れ る 樹 脂 が 、 ポ リ サ ル ホ ン 樹 脂 ま
た は ポ リ フ ェ ニ ル サ ル ホ ン 樹 脂 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 管 継 手 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 給 湯 ・ 給 水 配 管 の 接 続 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
給 湯 ・ 給 水 配 管 工 法 と し て 、 さ や 管 ヘ ッ ダ ー 工 法 が 普 及 し て い る 。
こ の さ や 管 ヘ ッ ダ ー 工 法 と は 、 あ ら か じ め 、 床 下 、 壁 裏 な ど に ガ イ ド と な る 「 さ や 管 」 を
敷 設 し て お き 、 給 水 元 に 設 け た ヘ ッ ダ ー か ら 途 中 分 岐 す る こ と な く 、 各 給 水 栓 へ そ れ ぞ れ
樹 脂 管 を さ や 管 の 中 に 通 し て 接 続 す る 接 続 工 法 を い う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の ヘ ッ ダ ー は 、 青 銅 製 が 広 く 使 用 さ れ て い た 。
こ の よ う な 金 属 製 の ヘ ッ ダ ー は 、 重 い た め に 十 分 な 強 度 を 有 し た 支 持 金 具 が 必 要 で あ っ た
。
特 に 、 天 井 ス ラ ブ に 取 り 付 け る 場 合 に は 、 工 具 等 の 重 量 物 を 持 ち な が ら の 上 向 き 作 業 に な
る た め 、 作 業 そ の も の が 大 変 で あ っ た 。
ま た 、 壁 に 支 持 固 定 す る 場 合 に あ っ て は 、 壁 面 の 強 度 も 問 題 で あ っ た 。
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金 属 製 の ヘ ッ ダ ー で は 熱 容 量 が 大 き く 、 給 湯 す る 場 合 に は 湯 温 が 低 下 し て 湯 待 ち 時 間 が 長
い と い う 問 題 も あ っ た 。
ま た 、 給 水 時 に は 金 属 製 ヘ ッ ダ ー の 熱 伝 導 性 か ら 表 面 に 結 露 す る と い う 問 題 も あ り 、 そ の
為 に 金 属 製 ヘ ッ ダ ー 部 を 断 熱 材 で 被 覆 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の ヘ ッ ダ ー は 、 給 水 元 管 接 続 部 及 び 分 岐 管 接 続 部 が 固 定 さ れ て い る も の が 一 般 的 で あ
り 、 配 管 方 向 が 限 定 さ れ て 施 工 性 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。
特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ９ ７ ６ ９ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ６ ８ ５ ７ 号 公 報 に は 、 各 分 岐 管 接
続 部 が 回 転 す る ヘ ッ ダ ー に 関 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
し か し 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ９ ７ ６ ９ 号 公 報 に 開 示 の ヘ ッ ダ ー は 、 ヘ ッ ダ ー 本 体 部 と 分 岐 管
継 手 部 が 別 体 に な っ て い て 、 分 岐 管 と の 接 続 部 の シ ー ル 信 頼 性 が 問 題 に な る 。
ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ６ ８ ５ ７ 号 公 報 に 開 示 の 回 転 ヘ ッ ダ ー は 、 回 転 部 が ね じ 込 式 な
の で 、 接 続 作 業 が 大 変 で あ る だ け で な く 、 接 続 し て し ま う と 個 々 の 分 岐 用 ヘ ッ ダ ー の 回 転
が 自 由 に な ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
分 岐 管 又 は 給 水 元 管 に 樹 脂 管 を 接 続 す る 際 に 、 管 継 手 を 用 い て 接 続 す る 方 法 と し て 、 継 手
の 接 続 部 に 樹 脂 管 を 挿 入 し て 樹 脂 管 の 内 面 で ゴ ム 製 の Ｏ リ ン グ 等 を 用 い て シ ー ル す る 、 い
わ ゆ る ワ ン タ ッ チ 継 手 が あ る 。
し か し 、 継 手 の 樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 外 周 に 取 り 付 け た Ｏ リ ン グ の 外 径 と 挿 入 接 続 さ れ る 樹 脂
管 の 内 径 の 寸 法 許 容 差 が 問 題 に な る 。
樹 脂 管 の 内 径 が Ｏ リ ン グ 外 径 と の ク リ ア ラ ン ス が 小 さ 過 ぎ る と 、 樹 脂 管 の 挿 入 が 困 難 に な
り 、 一 方 、 ク リ ア ラ ン ス が 大 き 過 ぎ る と 挿 入 し や す い が 、 漏 水 ト ラ ブ ル が 発 生 し や す い 。
ま た 、 外 部 か ら 樹 脂 管 の 先 が 見 え ず 、 樹 脂 管 が 確 実 に 雄 首 の 根 元 ま で 挿 入 さ れ た か 否 か の
判 断 が 難 し い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ８ ９ ７ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ４ ６ ８ ５ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 従 来 技 術 に 有 す る 技 術 課 題 に 鑑 み て 、 給 湯 ・ 給 水 配 管 ヘ ッ ダ ー の 配 管 接 続
部 が 相 互 に 回 転 自 在 に な っ て い て 、 配 管 施 工 の 自 由 度 が 高 く 、 配 管 接 続 部 の シ ー ル 信 頼 性
に 優 れ 、 軽 量 な ヘ ッ ダ ー の 提 供 を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 給 湯 ・ 給 水 配 管 用 ヘ ッ ダ ー に お い て 、 元 管 連 結 継 手
と 、 複 数 の 分 割 ヘ ッ ダ ー と を 相 互 に 回 転 自 在 に 連 結 し 、 各 分 割 ヘ ッ ダ ー に 分 岐 管 連 結 用 の
継 手 本 体 部 を 樹 脂 の 射 出 成 形 等 に よ り 、 一 体 的 に 成 形 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ヘ ッ ダ ー に 給 水 元 管 及 び 分 岐 管 を 接 続 す る 方 法 と し て 、 雄 ね じ を 有 す る 継 手 本 体 部 と 袋 ナ
ッ ト に て 管 接 続 す る 管 継 手 構 造 を 採 用 し 、 継 手 本 体 部 に 接 続 雄 ね じ 部 及 び そ の 先 に 樹 脂 管
内 側 に て シ ー ル 接 続 す る 樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 を 設 け 、 こ の 樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 外 周 に そ の 根 元
側 か ら 透 明 な ス ペ ー サ ー リ ン グ 及 び 外 形 テ ー パ ー 形 状 の 割 リ ン グ を 配 置 し 、 こ の ス ペ ー サ
ー リ ン グ 及 び 割 リ ン グ が 樹 脂 管 の 外 周 部 に 位 置 す る よ う に 樹 脂 管 を 挿 入 し 、 樹 脂 管 挿 入 口
を 有 す る 透 明 な 樹 脂 製 の 袋 ナ ッ ト で 締 め 付 け て 配 管 接 続 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の よ う に 、 樹 脂 管 内 側 で シ ー ル 接 続 す る と と も に 、 樹 脂 管 の 外 側 か ら 割 リ ン グ を 介 し て
締 め 付 け る の で 、 シ ー ル 性 に 優 れ る 。
こ の 際 に 、 袋 ナ ッ ト を 透 明 樹 脂 製 に し 、 樹 脂 管 挿 入 雄 首 根 元 に 透 明 な ス ペ ー サ ー リ ン グ を
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設 け た の で 、 接 続 さ れ る 樹 脂 管 の 挿 入 状 態 が 外 部 か ら 容 易 に 目 視 で 確 認 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
樹 脂 材 料 を 用 い て 分 割 ヘ ッ ダ ー に 継 手 本 体 部 を 一 体 成 形 し 、 上 記 の よ う な 配 管 接 続 構 造 に
し た こ と に よ り 、 各 分 割 ヘ ッ ダ ー が 、 相 互 に 回 転 す る の で 、 配 管 方 向 の 自 由 度 が 高 く な る
だ け で な く 、 継 手 本 体 部 の 先 に 設 け た 樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 の 根 元 部 に ま で 樹 脂 管 が 確 実 に 挿
入 さ れ た の を 目 視 で 確 認 し な が ら 袋 ナ ッ ト を 軽 く 締 め る だ け で 、 配 管 接 続 が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
継 手 本 体 部 の 接 続 雄 ね じ 部 の 根 元 に 、 こ の 接 続 雄 ね じ 部 外 径 よ り 外 径 が 大 き く な る よ う に
段 差 部 を 設 け 、 こ の 段 差 面 と 袋 ナ ッ ト の 接 続 端 面 と に 対 向 さ せ て そ れ ぞ れ 突 起 部 を 設 け 、
こ の 突 起 部 形 状 が 、 ね じ 締 め 付 け 回 り 方 向 に は テ ー パ ー 部 を 有 し 、 ね じ 緩 み 回 り 方 向 に は
、 垂 直 あ る い は 鋭 角 当 り 面 を 形 成 す る 。
あ る い は 、 こ の 段 差 面 と 袋 ナ ッ ト の 接 続 端 面 と の 一 方 に 突 起 部 を 形 成 し 、 他 方 に 凹 部 を 形
成 し 、 上 記 突 起 部 及 び 凹 部 形 状 が ね じ 締 め 付 け 回 り 方 向 に は テ ー パ ー 部 を 有 し 、 ね じ 緩 み
回 り 方 向 に は 垂 直 あ る い は 鋭 角 当 り 面 を 形 成 す る 。
こ の よ う に す る と 、 袋 ナ ッ ト 締 め 付 け 方 向 に は 、 突 起 部 の テ ー パ ー 部 で 滑 り な が ら 回 転 す
る が 、 ナ ッ ト が 緩 む 逆 方 向 に は 、 突 起 同 士 が 垂 直 面 あ る い は 鋭 角 面 で 干 渉 し て ナ ッ ト の 緩
み 止 め と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
給 湯 に 対 す る 耐 熱 、 熱 間 強 度 、 耐 久 性 、 透 明 性 に 優 れ る 樹 脂 と し て 、 ポ リ サ ル ホ ン 樹 脂 ま
た は ポ リ フ ェ ニ ル サ ル ホ ン 樹 脂 が 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に 、 本 発 明 に 係 る ヘ ッ ダ ー １ の 例 を 示 す 。
複 数 の 分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ が 回 転 自 在 に 連 結 さ れ て い る 。
詳 細 な 連 結 構 造 は 後 述 す る が 、 分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ と 元 管 連 結 継 手 ４ ０ も 回 転 自 在 に 連 結 さ
れ 、 各 分 割 ヘ ッ ダ ー に は 分 岐 樹 脂 管 ７ １ が 接 続 さ れ 、 元 管 連 結 継 手 に は 給 水 元 管 樹 脂 管 ７
０ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ２ に 、 分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ と 元 管 連 結 継 手 ４ ０ 及 び 、 分 岐 樹 脂 管 ７ １ 等 と の 連 結 構 造 を 示
す 。
分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ に は 、 継 手 本 体 部 ２ １ が 一 体 的 に 設 け ら れ て い て 、 そ の 先 に 接 続 雄 ね じ
部 ２ ６ 、 及 び 、 樹 脂 管 挿 入 雄 首 部 ２ ７ （ 以 下 、 単 に 雄 首 部 と い う 。 ） が 形 成 さ れ て い る 。
雄 首 部 外 周 に は 、 リ ン グ 溝 を 形 成 し 、 ゴ ム 製 の Ｏ リ ン グ 等 の シ ー ル 部 材 ２ ７ ａ が 取 り 付 け
ら れ る 。
雄 首 部 に 透 明 樹 脂 で 成 形 さ れ た ス ペ ー サ ー リ ン グ ２ ８ が 挿 入 さ れ 、 こ の ス ペ ー サ ー リ ン グ
２ ８ の 内 径 よ り 大 き い 割 リ ン グ ２ ９ が さ ら に 挿 入 さ れ る 。
割 リ ン グ は 銅 合 金 等 の 金 属 製 で あ り 、 外 形 が テ ー パ ー 状 に な っ て い て 、 内 側 に 突 起 部 ２ ９
ａ が 形 成 さ れ て い る 。
継 手 本 体 部 の 雄 首 部 に 、 こ の ス ペ ー サ ー リ ン グ 及 び 、 割 リ ン グ を 挿 入 し て 、 ポ リ サ ル ホ ン
等 の 透 明 な 樹 脂 で 成 形 さ れ た 袋 ナ ッ ト ３ ０ を 軽 く 取 り 付 け た 状 態 で 、 袋 ナ ッ ト ３ ０ の 開 口
部 ３ ４ か ら 樹 脂 管 ７ １ を 挿 入 し 、 袋 ナ ッ ト を 例 え ば 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 し た そ の 六 角 部 ３
２ に て レ ン チ 等 で 締 め 付 け る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 袋 ナ ッ ト の 袋 テ ー パ ー 部 ３ ３ に て 割
リ ン グ の 外 形 テ ー パ ー 部 が 押 し つ け ら れ 、 割 リ ン グ の 突 起 部 ２ ９ ａ が 樹 脂 管 の 外 周 に 食 い
込 む よ う に し て 締 め 付 け ら れ る 。
雄 首 部 の 外 周 に は Ｏ リ ン グ ２ ７ ａ が 取 り 付 け ら れ 、 樹 脂 管 の 内 側 で シ ー ル さ れ る 。
従 っ て 、 雄 首 部 （ Ｏ リ ン グ ） の 外 径 と 樹 脂 管 の 内 径 と の ク リ ア ラ ン ス に あ る 程 度 余 裕 が あ
っ て も 樹 脂 管 の 外 側 か ら 割 リ ン グ で 押 し つ け る の で 、 確 実 に シ ー ル で き る こ と に な る の で
、 従 来 の よ う に 、 ク リ ア ラ ン ス を 厳 し く 設 定 す る 必 要 が 無 く 、 接 続 作 業 性 が 良 い 。
ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 雄 首 部 の 根 元 に は 、 透 明 な ス ペ ー サ ー リ ン グ ２ ８ が 配 置 さ れ る
こ と に な る の で 、 透 明 な 袋 ナ ッ ト ３ ０ を 通 し て 外 部 か ら 、 樹 脂 管 の 先 端 が 見 え る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ の 両 端 に フ ラ ン ジ 部 ２ ２ が 形 成 さ れ 、 そ の 一 方 に は
、 連 結 凹 部 ２ ５ が 形 成 さ れ 、 他 方 に は 、 連 結 凸 部 ２ ４ が 形 成 さ れ て い る 。
連 結 凸 部 に は 、 リ ン グ 溝 ２ ３ が 形 成 さ れ 、 ゴ ム 製 の Ｏ リ ン グ 等 の シ ー ル 部 材 が 取 り 付 け ら
れ る 。
元 管 連 結 継 手 ４ ０ に は 継 手 本 体 部 ４ ５ が 一 体 的 に 形 成 さ れ 、 接 続 雄 ね じ 部 ４ ６ 、 雄 首 部 ４
７ 、 リ ン グ 溝 ４ ８ が 分 割 ヘ ッ ダ ー と 同 様 に 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 元 管 連 結 継 手 ４ ０ と 樹 脂 管 ７ ０ と の 接 続 構 造 も 分 割 ヘ ッ ダ ー の 場 合 と 同 様 で あ る 。
元 管 連 結 継 手 ４ ０ の 連 結 凸 部 ４ ４ を 分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ の 連 結 凹 部 ２ ５ に 挿 入 す る 。
す る と 元 管 連 結 継 手 の 連 結 凸 部 に 設 け た リ ン グ 溝 に 取 り 付 け た Ｏ リ ン グ が 分 割 ヘ ッ ダ ー の
連 結 凹 部 ２ ５ の 内 周 面 に 当 た り 、 シ ー ル さ れ る 。
分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ の フ ラ ン ジ 部 ２ ２ と 元 管 連 結 継 手 の フ ラ ン ジ 部 ４ １ を 重 ね 合 わ せ 、 図 ２
に 示 す 、 一 対 の 連 結 部 材 ５ ０ を 両 側 か ら そ の 嵌 合 凹 部 ５ １ に フ ラ ン ジ 部 が 嵌 着 す る よ う に
取 り 付 け る 。
一 対 の 連 結 部 材 ５ ０ は そ の 一 端 に 設 け ら れ た 嵌 合 フ ッ ク ５ ３ と 他 端 に 設 け ら れ た 嵌 合 穴 と
で 連 結 係 止 さ れ る 。
従 っ て 、 分 割 ヘ ッ ダ ー と 元 管 連 結 継 手 は 分 割 ヘ ッ ダ ー の 内 周 面 で シ ー ル さ れ な が ら 、 連 結
部 材 ５ ０ の 嵌 合 凹 部 ５ １ で フ ラ ン ジ 部 が 摺 動 す る こ と が で き る の で 、 ３ ６ ０ ° 自 由 に 相 互
に 回 転 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
分 割 ヘ ッ ダ ー 同 士 の 連 結 構 造 を 図 ３ に 示 す 。
連 結 方 法 、 連 結 構 造 は 、 先 に 説 明 し た 、 分 割 ヘ ッ ダ ー ２ ０ と 元 管 連 結 継 手 ４ ０ と 同 様 で あ
る 。
必 要 な 分 岐 配 管 本 数 に あ わ せ て 、 分 割 ヘ ッ ダ ー を 複 数 連 結 し 、 そ の 先 は 図 ３ に 示 す よ う に
、 キ ャ ッ プ ６ ０ に て 連 結 し 塞 ぐ 。
キ ャ ッ プ ６ ０ に も フ ラ ン ジ 部 ６ １ が 形 成 さ れ 、 連 結 部 材 ５ ０ に て 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ に 、 本 発 明 に 係 る 樹 脂 管 接 続 構 造 を 継 手 に 適 用 し た 例 を 示 す 。
例 え ば 、 樹 脂 製 だ け で な く 、 金 属 製 等 の 継 手 ８ ０ に ね じ 込 み 接 続 用 の 雄 ね じ 部 ８ １ を 形 成
し 、 そ の 反 対 側 に 透 明 な 、 袋 ナ ッ ト で 、 樹 脂 管 を 接 続 す る 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ６ 及 び 図 ７ に 、 本 発 明 に 係 る 袋 ナ ッ ト ３ ０ の 緩 み 止 め 構 造 を 適 用 し た 例 を 示 す 。
継 手 本 体 側 の 雄 ね じ 部 ２ ６ 根 元 に 段 差 部 ２ ６ ａ を 設 け て 、 こ の 段 差 面 に 突 起 部 ２ １ ａ が 形
成 さ れ て い る 。
こ の 突 起 部 ２ １ ａ は ね じ が 締 ま る 方 向 に は テ ー パ ー 部 ２ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る が そ の 逆 の
ね じ が 緩 む 方 向 に は 、 ほ ぼ 垂 直 あ る い は 、 鋭 角 面 に な る よ う に 当 た り 面 ２ １ ｃ が 形 成 さ れ
て い る 。
一 方 、 袋 ナ ッ ト の 端 面 に は 継 手 本 体 と は 逆 方 向 に テ ー パ ー 部 ３ ０ ｃ 及 び 当 た り 面 ３ ０ ｂ が
形 成 さ れ た 突 起 部 ３ ０ ａ が 設 け ら れ て い る 。
従 っ て 、 袋 ナ ッ ト が 締 ま る 方 向 に は 回 転 す る が 、 緩 む 方 向 に は 突 起 同 士 が 当 た り 、 緩 み 防
止 に な る 。
図 ７ は 、 ナ ッ ト の 当 た り 面 の 一 方 を 突 起 で は な く 、 テ ー パ ー 部 ２ １ Ｃ 及 び ほ ぼ 垂 直 当 た り
面 ２ １ Ｂ を 形 成 し た 凹 部 ２ １ Ａ を 形 成 し た 場 合 を 示 し 、 作 用 は 、 上 記 と 同 様 で あ り 、 説 明
を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に お い て は 、 ヘ ッ ダ ー を 樹 脂 製 と し 、 継 手 部 を 一 体 的 に 成 形 し た の で 、 従 来 の 金 属
製 の ヘ ッ ダ ー に 比 較 し て 、 軽 く 、 例 え ば 、 壁 や 天 井 ス ラ ブ へ 等 の 取 り 付 け 作 業 が し や す く
、 取 り 付 け 金 具 の 小 型 化 も 図 れ る 。
樹 脂 製 で あ る の で 、 金 属 製 よ り 、 格 段 に 熱 容 量 が 小 さ い た め 湯 温 低 下 が 少 な く 、 い わ ゆ る
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、 湯 待 ち 時 間 も 短 く な る 。
ま た 、 従 来 の 金 属 製 よ り 熱 伝 導 が 小 さ く 結 露 も し に く い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 に 係 る ヘ ッ ダ ー は 複 数 の 分 割 ヘ ッ ダ ー に し 、 か つ 、 継 手 本 体 部 を 一 体 的 に 形 成 し 、
個 々 の 分 割 ヘ ッ ダ ー を 内 面 シ ー ル し な が ら 、 回 転 可 能 に 連 結 部 材 で 、 連 結 し た 構 造 に し た
の で 、 そ れ ぞ れ 相 互 に 回 転 自 在 で あ り 、 シ ー ル 性 に も 優 れ 、 配 管 施 工 自 由 度 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
透 明 袋 ナ ッ ト に し た の で 、 樹 脂 管 の 挿 入 状 態 が 容 易 に 目 で 確 認 で き る 。
特 に 、 雄 首 部 の 根 元 に 透 明 な 、 ス ペ ー サ ー リ ン グ を 配 設 す る と 樹 脂 管 の 先 端 が 、 見 や す く
な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
継 手 本 体 部 の 接 続 雄 ね じ 部 根 元 に 段 差 部 を 設 け て 、 袋 ナ ッ ト の 当 た り 面 と に ね じ 締 め 付 け
方 向 に テ ー パ ー 部 を 有 す る 一 対 の 突 起 部 又 は 片 方 凹 部 を 形 成 す る と ね じ 部 の 緩 み 止 め に な
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 給 湯 ・ 給 水 用 ヘ ッ ダ ー の 例 を 示 す 。
【 図 ２ 】 分 割 ヘ ッ ダ ー 、 元 管 連 結 継 手 、 樹 脂 管 の 接 続 構 造 を 示 す 。
【 図 ３ 】 分 割 ヘ ッ ダ ー 間 の 接 続 方 法 を 示 す 。
【 図 ４ 】 樹 脂 管 の 接 続 構 造 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 樹 脂 管 を 継 手 に 接 続 し た 例 を 示 す 。
【 図 ６ 】 ね じ 部 の 緩 み 止 め 構 造 を 示 す 。
【 図 ７ 】 ね じ 部 緩 み 止 め の 他 の 構 造 例 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 ヘ ッ ダ ー
２ ０ 　 　 分 割 ヘ ッ ダ ー
２ １ 　 　 継 手 本 体 部
２ ２ 　 　 フ ラ ン ジ 部
２ ３ 　 　 リ ン グ 溝
２ ４ 　 　 連 結 凸 部
２ ５ 　 　 連 結 凹 部
２ ６ 　 　 雄 ね じ 部
２ ７ 　 　 雄 首 部
２ ８ 　 　 透 明 な ス ペ ー サ ー リ ン グ
２ ９ 　 　 割 リ ン グ
３ ０ 　 　 袋 ナ ッ ト
３ １ 　 　 雌 ね じ 部
３ ２ 　 　 六 角 部
３ ３ 　 　 袋 テ ー パ ー 部
３ ４ 　 　 袋 ナ ッ ト の 開 口 部
４ ０ 　 　 元 管 連 結 継 手
４ １ 　 　 フ ラ ン ジ 部
４ ２ 　 　 リ ン グ 溝
４ ３ 　 　 シ ー ル 部 材
４ ４ 　 　 連 結 凸 部
４ ５ 　 　 継 手 本 体 部
４ ６ 　 　 接 続 雄 ね じ 部
４ ７ 　 　 雄 首 部
４ ８ 　 　 リ ン グ 溝
５ ０ 　 　 連 結 部 材
５ １ 　 　 嵌 合 凹 部
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５ ２ 　 　 嵌 合 穴
５ ３ 　 　 嵌 合 フ ッ ク
６ ０ 　 　 キ ャ ッ プ
７ ０ 、 ７ １ 　 樹 脂 管

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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